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Study : GWAS）の進歩によって体格指数（Body Mass
Index : BMI）や脂肪分布などに関連する一塩基多型
































rs2112347， rs206936， rs10968576, rs4929949， rs
4771122， rs2241423， rs2287019， rs3810291， rs



















集 団 で は 6 箇 所 の SNP（rs2890652，rs887912，rs
13078807，rs13107325，rs11847697，rs12444979）は mono-





1424人の内臓脂肪面積（Visceral Fat Area : VFA）
と皮下脂肪面積（Subcutaneous Fat Area : SFA）はコ




































SFA のデータのある 1595 人（男性 731 人，女性 864
人），2nd セットとして VFA，SFAのデータのない 893
人（男性 383人，女性 510人）の，合計 2488人（男性
1114人，女性 1374人）を用いた。
SNPは，ヨーロッパ人を対象とした GWASによって
見出された ADIPOQ（adiponectin, C1Q and collagen
domain containing）遺伝子に存在する 7箇所の SNP
（rs6810075， rs10937273， rs1648707， rs864265， rs
182052，rs17366568，rs6773957）を対象とした。1 と










数（Homeostasis model assessment-Insulin Resis-
tance : HOMA-IR）で評価した。
ハーディーワインバーグ平衡は c2テストで評価した。














1st セットで SNP と各パラメーターの間に P＜0.05
の関連がみられたものについて 2ndセットでも同様に
関連解析を行った。その結果，1st セットと同様に








1st セットのうちの 945 人（男性 412 人，女性 533
人）について，血漿サンプルを用いて酵素免疫測定法




クチン量の減少（rs10937273 P＝0.0015と rs1648707 P
＝0.0059）とも有意な関連が特に女性でみられた。
これらのことから，日本人集団では ADIPOQ遺伝子













Disease : NAFLD）患者 540人）を用いた。SNP は，
欧米人を対象とした GWASによって見出された 18箇
所の SNP （rs12137855， rs2499604， rs780094， rs
6834314， rs2710833， rs343062， rs4240624， rs
2126259， rs2645424， rs2954021， rs1227756， rs
10883437， rs11597390， rs2862954， rs17668255， rs
887304，rs6487679，rs2228603）を対象とした。
1と同様にMulti-plex PCR法とインベーダー法にて


















































































回の研究では GCKR遺伝子の rs780094や TRIB1遺伝

















位置する 2箇所の SNP（rs10937273と rs1648707）が，
血中アディポネクチン量とインスリン抵抗性に関連する
ことを見出した。これらの関連は 2型糖尿病の治療の有











































遺伝子の rs206936が女性でのみ BMIの増加や SFAの
増加と有意な関連がみられた。血中アディポネクチン量
に関連する SNP では，ADIPOQ 遺伝子の rs10937273
と rs1648707が，主に女性でインスリン抵抗性指数の上
昇と血中アディポネクチン量の減少に有意な関連がみら
れた。脂肪肝に関連する SNP では，GCKR 遺伝子の
rs780094と TRIB1遺伝子の rs2954021に NAFLDとの
有意な関連がみられた。以上，本研究において日本人集
団でメタボリックシンドロームに関連する感受性 SNP
が明らかとなった。
主査および副査から審査報告がなされ，専攻内可否を
審議した。その結果，学位請求者の経歴や学術業績が学
位記申請の要項を満たしていること，外国語を含む最終
試験に合格していること，学位請求論文の研究内容や発
表会での質疑応答の内容が十分であることが認められ
た。
よって，審査員一同は博士（バイオサイエンス）の学
位を授与する価値があると判断した。
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